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原千晶氏による「大切にしたい自分の体～2 度の子宮がんを経験して～」の開

催するにあたり、実行趣旨と、ポスター設置、およびチラシの配布のお願い 

 

子宮がん、特に子宮頸がんは日本における年間の死亡者は 2700 人を数え、世

界的に先進諸国において減少傾向にあるにもかかわらず、日本では減少どころか増加さ

えもうかがわれる現状は極めて残念であります。さらに、女性の出産年齢の中心である 20

歳から 30 歳の世代においては罹患率、死亡率ともに乳がんと並んで最も高く、これが少

子化の問題にも影響する重要な関心事です。このような疾患を予防するには、がん検診

などによる早期発見だけでは不十分であり、先進諸国におけるここ 10 数年のワクチン接種

によるヒトパピローマウイルス（HPV）の感染予防効果が明らかであるように、その普及が必

須です。それゆえここ数年の HPV ワクチンの未接種世代のチャッチアップ接種が来年 3 月

までと期限が迫った今、一人でも多くの方々にワクチンの重要性と、子宮がんの経験者と

しての原千晶氏の講演を幅広い世代に届け、ワクチン接種および子宮がんの予防と病気

への認識を高めたいと思いこの講演を企画した次第であります。 

また、講演会が、当院の開院 100周年の記念講演会でありますが、これまでにお世

話になった方のみならず、広く地域の方々への啓蒙活動の一環と、婦人科腫瘍に携わっ

たものとして原千晶氏の講演に共感し、一人でも多くの地域の方に拝聴の機会を提供した

いとの切なる思いからのものであることにご理解をお願いしたいと思います。 
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